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研究成果の概要（和文）：イネの多様な品種群、遺伝集団、準同質遺伝子系統を用いて、旱魃応答指数(DRI)を
定量し、その生態生理・遺伝学的機構を解明した。品種試験では、DRIは旱魃下の収穫指数、稔実性や乾物生産
と正の相関が強く、不稔穂の割合、出穂遅延、草丈減少と負の相関が強かった。遺伝集団試験では、第2染色体
のRM6911-RM6379の領域、第4染色体RM5953近傍、第8染色体に2か所、DRIの量的遺伝子座が推定されたが、エピ
スタシスやQTL・環境交互作用も検出された。準同質遺伝子系統試験では、DEEPER ROOTING 1とStele 
Transversal Area 1を導入した系統では、DRIが向上した。

研究成果の概要（英文）：Drought response index (DRI) of rice (Oryza sativa L.) was quantified by 
using various varieties, 3 mapping populations, and near-isogenic lines of Koshihikari and IR64 with
 heading date and root trait genes/QTLs to dissect its physiological and genetic mechanisms. In the 
rice variety experiments, DRI was positively related with harvest index, fertility and biomass 
production under drought treatment and negatively with percentage of infertile panicles, delay in 
heading, and reduction in plant height. In the mapping population experiments, QTLs for DRI were 
detected in RM6911-RM6379 in chromosome 2, around RM5953 in chromosome 4, and 2 loci in chromosome 
8. Epistasis and QTL by environment interaction for DRI were significant. In the near-isogenic line 
experiments, DRI increased by the introgression of DEEPER ROOTING 1, a gene to modify root growth 
angle toward steeper in response to gravity, and Stele Transversal Area 1, a QTL to enlarge 
transversal area of stele.

研究分野： 作物栽培学
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１．研究開始当初の背景 
（１）作物の耐乾性の研究は、海外では、旱
魃が起こりやすい天水農業地域を広く含む
先進国（アメリカのトウモロコシ･コムギ、
オーストラリアのコムギなど）や中進国(ブラ
ジルの陸稲)で行われてきた。わが国でも陸稲
の育種において耐乾性の改良が進められ、収
量は約 1.8t/ha（1929 年）から 2.8t/ha（2006
年）まで増収した(鴨下 2011 日作紀)。現在、
国際農業研究協議グループ（CGIAR）等の国
際共同研究により、アフリカ、中南米、メコ
ン地域などの開発途上国での作物の耐乾性
の改良が進められている。 
（２）耐乾性の研究では、マーカー選抜と遺
伝子組み換えによる分子生物学的研究が注
目される傾向が強いが、途上国政府にとって
は、それを育種の中に取り入れるのはコスト
的にも容易ではない。実際、耐乾性の選抜指
標をルーティーンで持つ育種プログラムを
推進している国は少数である。農業現場に即
した技術開発という観点からすると、ポテン
シャル収量の改良と、旱魃パターンの年次変
動と選択肢にある品種･系統のフェノロジー
の関連性を、調べる必要がある。旱魃応答指
数（drought response index; DRI）とは、品
種のポテンシャル収量とフェノロジーを加
味した上での、旱魃下での収量低下の抑制を
評価した指数であり、潅水区とストレス区で
の品種・系統を栽培できれば、ハイテク技術
のない育種計画の中でも活用できる強みが
ある。しかし DRI の生理的･遺伝的基盤や環
境との相互作用については、研究が行われて
いない。 
（３）研究代表者はこれまで、イネの耐乾性
のための旱魃回避機構として、深根性や葉身
水ポテンシャルの維持について生理･遺伝的
研究を行い(Kamoshita et al., 2002a,b Crop 
Sci, Theor Appl Genet)、量的遺伝子座のセ
ミーメタ解析も行ってきたが(Kamoshita et 
al., 2008 Field Crops Res)、DRI のような総
合的な指標に着目し、逆にその生理･形態的
機構を明らかにすることも重要であると考
えた。耐乾性の改良の中で、DRI は成果が少
ないが、インドでのトウジンビエ（Bidinger 
et al., 1987 Aust J Agric Res）やカンボジア
でのイネ(Ouk et al., 2006 Field Crops Res)
の育種のための基礎研究が行われてきた。し
かし DRI の生理･形態学的解明や、遺伝･環境
相互作用、遺伝率、量的遺伝子座の同定、DRI
の高い系統･品種の遺伝子発現の特色につい
ては、何も知見がない。DRI に関する生理･
遺伝･生態学的知見が集積することは、DRI
を耐乾性指標として活用した伝統的あるい
は分子生物学的な育種法の改良に貢献する
ことが期待される。 
 
２．研究の目的 
開発途上国の天水農業での旱魃が起こりや
すい地域での、適応品種や遺伝子型を明らか
にするために、イネなどの穀物の「旱魃応答

指数」(drought response index; DRI)の生理･
遺伝･生態学的解明を行う。DRI は伝統的な
育種法の中でトウジンビエやイネなどの耐
乾性の選抜指標として着目されてきたもの
で、収量ポテンシャルやフェノロジーでは説
明できない旱魃抵抗性の指標とされている
が、そのメカニズムを研究した例は少ない。
本研究では、DRI の生理･遺伝的基盤を明ら
かにし、作物ごとにその有用性の範囲を明確
にする。ハイテク技術の早急な導入が困難で
ある多くの途上国での穀類の耐乾性改良育
種のために DRI 活用の可能性を評価する。 
 
３．研究の方法 
旱魃応答指数（DRI）を、以下に述べる実

験作物の組み合わせにより算出し、評価した。
①イネ品種群、C4作物としてトウモロコシ・
トウジンビエ・キビ、生育期間が短い作物と
してソバ(３作物グループ試験)、②多様なイ
ネ品種群(イネ品種試験)、③②を親とする 3
種類の遺伝集団（オトメモチ/ゆめのはたも
ち自殖組み換え系統、アキヒカリ/IRAT109 戻
し交配組み換え系統、亀の尾/Dular 自殖組み
換え系統）(遺伝集団試験)、④IR64 及びコシ
ヒカリを背景とした準同質遺伝子系統(前者
には、重力に応答して根の伸長角度を鉛直方
向にする遺伝子 DEEPER ROOTING 1 (DRO1)と、
中心柱の断面積を太くする遺伝子座 Stele 
Transversal Area 1 (Sta1)を、後者には、
出穂日の早晩性に関する遺伝子座 Hd1, Hd17, 
Hd6, Hd16を導入)(準同質遺伝子系統試験)。 
雨除けハウス、上げ床区を利用して、最長

2 ヵ月の無給水の旱魃条件と灌水したコント
ロール条件の畑で栽培試験を行った(2011 年
から 2013 年)。 
DRI は旱魃下の実収量とポテンシャル収量

と出穂日から計算される旱魃下推定収量と
の差から算出したが、推定収量の算出を、ポ
テンシャル収量のみ、出穂日のみ、両者、の
3 つの組み合わせで行い比較した。DRI の環
境条件や栽培条件による変動、他の形質との
関連性を明らかにし、遺伝集団を使った試験
では、量的遺伝子座を推定した。 
DRIの向上が見られたIR64の準同質遺伝子

系統については、異なる水条件や、異なる土
壌硬度条件で、親品種と比較栽培を行い、多
環境での生産性の評価も行った(多環境試
験)(2013－14 年)。また、海外の旱魃状況の
調査として、南インドのため池水田地帯で、
旱魃年を含む収量の年次間差・圃場間差を比
較解析した(2012－14 年)。 
 
４．研究成果 
（１）イネ、トウモロコシやトウジンビエな
どの C4作物、ソバの３つの作物グループにつ
いて、給水量の異なる畑条件で乾物生産量を
測定した。イネの生産量は、最も乾燥し生産
レベルの低い条件では、トウモロコシなどの
C4作物だけでなく、ソバよりも著しく低下し、
全般的に乾燥に弱く、旱魃応答指数（DRI）



の適用が適当と考えられた。 
（２）イネ品種試験では、DRI は旱魃下の収
穫指数、稔実性や乾物生産と正の相関が強く、
不稔穂の割合、出穂遅延、草丈減少と負の相
関が強かった。予想通り、Dular やゆめのは
たもちでは DRI が最も高かった。ポテンシャ
ル収量と出穂日の両者からDRIを計算するこ
とが最も適当と考えられた。 
（３）遺伝集団試験では、オトメモチ/ゆめ
のはたもちの自殖組み換え系統と、アキヒカ
リ/IRAT109 の自殖組み換え系統では、旱魃ス
トレスの最も強かった年では、再灌水後の成
長と生産がよい系統で収量は高かった。旱魃
区での収量は、フェノロジーや、灌漑区での
収量によって影響されるよりも、DRI により
強く影響を受けていたが、その程度は集団に
よる違いも認められた。  
（４）第 2 染色体の RM6911-RM6379 の領域、
第 4染色体 RM5953 近傍、また第 8染色体に 2
か所に、DRI の量的遺伝子座が推定された。
旱魃下の収量が、ポテンシャル収量、出穂日
によってはあまり説明されなかった。 
（５）準同質遺伝子系統試験では、DRO1 と
Sta1を導入した系統では、DRI の向上が見ら
れた。 
（６）多環境試験では、IR64 に DRO1 を導入
した準同質遺伝子系統が、3 つの水利条件を
通して親品種よりも多収となり、環境との交
互作用は大きくはなかった。一方、Sta1のみ
の準同質遺伝系統では収穫指数などに改良
が見られたものの、多収とはならなかった。
DRO1 と Sta1 とを両方導入した準同質遺伝子
系統では、遮光率が向上し、多収の傾向はみ
られたものの、DRO1単独の効果より大きくは
なかった(Deshmukh et al., 2017)。 
（７）土壌硬度条件と根系成長を調べた多環
境試験では、土壌を掘削機で 1.8MPa までま
で鎮圧した条件で、DRO1による鉛直方向の根
の生育はやや弱められ準同質遺伝子系統と
IR64 との差が小さくなったものの、根の鉛直
方向への伸長角度と、土壌深層(30-60cm)の
根長密度の間には複数年を通して強い正の
相関が認められた。DRO1は土壌硬度が異なる
条件でも、深根化に一定の役割を持っている
ことを明らかにした(Ramalingam et al., 
2017)。 
（８）海外旱魃調査では、2012 年の南インド
の旱魃で、平均出穂日が1週間早い品種(JGL)
は晩生品種(BPT)よりも減収程度が少なかっ
た（3.1 vs 2.1 t/ha）。 
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